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特集 1

新型コロナウイルス感染症への

武蔵野市の対応と取り組み

　

武
蔵
野
市
で
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
緊
急

事
態
宣
言
を
発
表
し
た
1

月
31

日
（
日
本
時
間
）
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
全
国
で
感
染
が
広
が
り
ま
し
た
。
国

で
は
、
法
改
正
の
後
、
初
め
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
東
京
都
も
緊
急
事
態
措
置
を
発
令
し
、

緊
迫
と
混
乱
が
入
り
交
じ
る
社
会
状
況
と
な
っ
た
こ
と
は

皆
さ
ま
の
記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
外
出
自
粛
の
ほ
か
、
学
校
の
臨
時
休

業
や
公
共
施
設
の
休
館
な
ど
で
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
の
対
策
本
部
会
議
の
開
催
は
6

月
末
で
す
で
に
30

回

を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
連
携
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
不
安
が
少
し
で
も
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
特
別
定
額
給

付
金
の
迅
速
な
給
付
や
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
、
経
済
を
守
り
、
安
心
と
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の

市
独
自
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
緊
急
的
な
補
正

予
算
の
編
成
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
、
長
期
に
わ
た
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
今
後
も
多
く
の
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
前
向
き
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
新
た
な
こ
と

に
も
挑
戦
し
て
、
こ
の
難
局
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
市
長

松
下 

玲
子



2

3
月
2
日

2
月
28
日

2
月
27
日

2
月
25
日

2
月
21
日

2
月
17
日

2
月
13
日

2
月
12
日

2
月
11
日

2
月
7
日

2
月
5
日

2
月
3
日

2
月
1
日

1
月
31
日

1
月
30
日

1
月
27
日

1
月
16
日

12
月
31
日

●  

市
立
小
学
校
の
休
校
な
ど
に
伴
う
学
童
ク
ラ

ブ
の
特
別
措
置
を
決
定

●  

3
月
3
日
か
ら
25
日
ま
で
市
立
小
中
学
校
の

休
校
を
決
定

●  

3
月
2
日
か
ら
17
日
ま
で
文
化
施
設
・
図
書

館
な
ど
の
閉
館
を
決
定

　

 ●   
主
催
事
業
を
3
月
17
日
ま
で
中
止
・
延
期

●   
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

●  

防
災
安
全
メ
ー
ル
で
関
連
情
報
を
配
信

●  

感
染
予
防
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
・
掲
示

●  

庁
内
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、
来

庁
者
に
感
染
予
防
を
啓
発

●  

手
指
消
毒
液
と
マ
ス
ク
を
市
立
小
中
学
校
に

配
布

●  

武
蔵
野
市
対
策
本
部
設
置

●  

庁
舎
入
り
口
に
手
指
消
毒
液
を
設
置

●  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
連
し
た
肺
炎
に
つ
い
て
」
を
掲
載

　

  

〈
武
蔵
野
市
〉

国 

小
中
高
・
特
別
支
援

学
校
に
春
休
み
ま
で
の

休
校
を
要
請

都 

主
催
イ
ベ
ン
ト
を
３

週
間
中
止
・
延
期

国 

医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
の
目
安
を
示
す

国
内
初
の
死
者

国 

厚
生
労
働
省
に
よ
る

電
話
相
談
窓
口
を
拡
充

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
横

浜
港
に
来
航

国 

指
定
感
染
症
に
指
定

国 

対
策
本
部
設
置

都 

対
策
本
部
設
置

国
内
初
の
感
染
者

〈
国
・
東
京
都
〉

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
発
表　

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
「
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
」
と
命
名

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
緊
急
事
態
宣
言

（
現
地
時
間
）

中
国
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
肺
炎
ク

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
報
告

〈
世
界
〉

２
０
２
０
年
と
い
う
節
目
の

年
に
訪
れ
た
か
つ
て
な
い

状
況
に
立
ち
向
か
う

こ
こ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら

6
月
2
日
に
至
る
ま
で
の
武
蔵
野
市
の
対
応
や

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と
、
国
・
東
京
都
の
対
応
、

世
界
の
動
き
を
時
系
列
で
お
伝
え
し
ま
す
。

＊ 

編
集
・
作
成
上
６
月
2
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
編
に
つ
い
て
は
秋
・
冬
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

武蔵野市新型コロナウイルス感

染症対策本部を 1 月 31 日に設

置。感染拡大防止策や各種事業の実施

可否、学校や施設などの休校・休館に

ついても適宜協議し、決定してきまし

た。国や都の動向を受けての取り組み、

市独自の取り組みなどを検討するため、

また刻一刻と変わる状況に柔軟に対応

するために 6 月末時点で 30 回を超え

る本部会議が開催されました。

A

当初の目安は 37 度５分以上の熱が４日

以上続いた場合。ただし高齢者・基礎疾

患のある方・妊婦は２日以上続いた場合。

新型コロナウイル

ス感染症に関する

市からのお知らせ

や最新の情報は市

ホームページでも

ご案内しています。

武蔵野市新型コロ

ナウイルス感染症特

設トップページ

A



3

4
月
7
日

4
月
6
日

4
月
4
日

4
月
2
日

4
月
1
日

3
月
30
日

3
月
27
日

3
月
24
日

3
月
21
日

3
月
19
日

3
月
18
日

3
月
14
日

3
月
12
日

3
月
11
日

3
月
9
日

3
月
3
日

●  

市
立
中
学
校
入
学
式
を
短
時
間
・
少
人
数
で

実
施

●  

市
立
小
学
校
入
学
式
・
小
中
学
校
始
業
式
を

短
時
間
・
少
人
数
で
実
施

●  

市
立
小
中
学
校
の
暫
定
再
開
を
見
直
し
、
5

月
6
日
ま
で
の
休
校
を
決
定

●  

主
催
事
業
の
中
止
・
延
期
の
措
置
と
市
施
設

の
休
館
を
5
月
10
日
ま
で
延
長

●  
市
立
小
中
学
校
の
暫
定
再
開
を
決
定

●  

市
内
に
お
け
る
感
染
者
の
公
表
の
考
え
方
を

策
定

●  

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

●  

市
施
設
の
休
館
を
4
月
14
日
ま
で
延
長

●  

介
護
・
障
害
事
業
所
向
け
に
マ
ス
ク
・
消
毒

液
を
配
布

●  

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
猶
予

を
決
定

●  

主
催
事
業
の
中
止
・
延
期
の
措
置
を
4
月
14

日
ま
で
延
長

●  

介
護
・
障
害
事
業
所
向
け
に
マ
ス
ク
を
配
布

（
13
日
に
も
配
布
）

●  

主
催
事
業
の
中
止
・
延
期
の
措
置
と
市
施
設

の
休
館
を
3
月
31
日
ま
で
延
長

●  

中
小
企
業
融
資
の
利
子
本
人
負
担
率
を
軽
減

●  

専
門
家
会
議
設
置

●  

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

●  

第
22
回
桜
ま
つ
り
を
中
止
決
定

国 

７
都
府
県
に
緊
急
事

態
宣
言
を
発
出

都 

緊
急
事
態
措
置
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置

都
内
の
１
日
の
感
染
者

数
１
１
８
人　

初
め
て

１
０
０
人
を
超
え
る

都 

居
住
地
別
感
染
者
数

を
公
表
へ

都 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

た
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
を
開
始

国 

学
校
再
開
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
す

国 

五
輪
延
期
に
合
意

都 

都
主
催
イ
ベ
ン
ト
の

対
応
方
針
を
示
す

国 

改
正
特
別
措
置
法
を

施
行

都 

新
型
コ
ロ
ナ
特
設
サ

イ
ト
開
設

世
界
の
感
染
者
数
が
１
０

０
万
人
を
超
え
る

世
界
の
感
染
者
数
が
50
万

人
を
超
え
る

世
界
の
感
染
者
数
が
20
万

人
を
超
え
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
宣
言

3 月 9 日に市医師会、武蔵野赤

十字病院などの医師などで構成

する「武蔵野市新型コロナウイルス感

染症対策専門家会議」を設置。専門家

会議の意見を参考にしながら、市の方

針を決定していくこと、各関係機関と

の協力、情報共有を密にし、新型コロ

ナウイルス感染症対策にあたっていく

ことが確認されました。

B
4 月 7 日、7 都府県に緊急事態

宣言が発令されました。それに

伴い、発令対象の７都府県では不要不

急の外出の自粛が呼びかけられました。

市でも、市内 3 駅と商店街に外出自粛

の協力を呼びかける横断幕を設置しま

した。まちを行き交う人の数は激減し、

市内の様子も一変しました。

マスクや消毒液の品薄状態が続

き、市場で手に入れることが困

難な状況が続きました。市では、高齢

者施設、障害者施設などの福祉施設や

市医師会・医療機関へ、市が有事のた

めに備蓄していたマスクと消毒液を配

布・貸与しました。感染のリスクに備

えながらも福祉・医療サービスを提供

する関係施設を積極的に支援しました。

CD

C BD



4

4
月
30
日

4
月
28
日

4
月
26
日

4
月
25
日

4
月
23
日

4
月
22
日

4
月
21
日

4
月
20
日

4
月
18
日

4
月
17
日

4
月
16
日

4
月
13
日

4
月
11
日

4
月
9
日

4
月
8
日

●  

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
出
産
予
定
の
妊

婦
を
対
象
と
し
た
マ
ス
ク
配
布
を
開
始

●  

市
立
公
園
内
の
遊
具
・
砂
場
な
ど
の
使
用
を

中
止

●  
特
別
定
額
給
付
金
（
仮
称
）
事
業
の
給
付
体

制
を
整
備

●  

外
出
自
粛
を
求
め
る
横
断
幕
を
3
駅
周
辺
に

掲
出

●  

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
制
作
し
公
開

●  

レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
特
例
運
行
開
始

●  

外
出
自
粛
を
呼
び
か
け
る
職
員
巡
回
を
開
始

●  

ム
ー
バ
ス
の
平
日
に
お
け
る
休
日
ダ
イ
ヤ
を

導
入

●  

認
可
保
育
施
設
の
臨
時
休
園
を
5
月
6
日
ま

で
実
施
（
途
中
延
長
に
よ
り
5
月
31
日
ま
で
）

●  

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
へ
防
護
服
と
医
療
用
マ

ス
ク
を
貸
与

●  

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出

●  

交
代
制
勤
務
を
開
始

●  

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
外
出
自
粛
を
呼
び
か

け
る
放
送
開
始

●  

学
童
ク
ラ
ブ
を
5
月
6
日
ま
で
臨
時
休
所

（
途
中
延
長
に
よ
り
5
月
31
日
ま
で
）

　

  

〈
武
蔵
野
市
〉

国 

経
済
対
策
補
正
予
算

成
立

都 S
T

A
Y

 H
O

M
E

週
間

（
5
月
6
日
ま
で
）

国
内
の
感
染
者
数
が
１

万
人
を
超
え
る

国 

布
マ
ス
ク
を
順
次
配

布
開
始

国 

緊
急
事
態
宣
言
を
全

国
に
拡
大

国 

東
京
都
は
「
特
定
警

戒
都
道
府
県
」
に
指
定

さ
れ
る

都 

緊
急
事
態
措
置
を
発

令
〈
国
・
東
京
都
〉

世
界
の
感
染
者
数
が
３
０

０
万
人
を
超
え
る

世
界
の
死
者
数
が
20
万
人

を
超
え
る

世
界
の
死
者
数
が
15
万
人

を
超
え
る

世
界
の
死
者
数
が
10
万
人

を
超
え
る 〈

世
界
〉

感染者増加に伴う医療崩壊の危

険性が叫ばれる中、武蔵野市で

は、医療機関への支援としてマスクな

どの貸与を行っていましたが、圏域唯

一の感染症指定医療機関である武蔵野

赤十字病院からの要請を受けて、最前

線で働く医療従事者の安全と医療体制

維持のため、同病院に防護服と医療用

手袋を貸与しました。

市役所では、感染防止に努めな

がら業務を滞りなく継続してい

くために窓口にパーテーションや仕切

りを設けて、飛沫による感染を防ぐ取

り組みを実施。また、職員間の感染を

防ぐために、組織を原則２班体制とし、

交代制の在宅勤務の導入や執務室を分

けて業務を行う体制をとりました。

外出の自粛などを効果的に市民

の方へ呼びかけるために、市長

メッセージ動画を制作。ホームページ、

SNS、吉祥寺駅と武蔵境駅の LED ビ

ジョンで放映したほか、むさしの FM

や J:COM 東京の番組などでも放送し

ました。
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5

5
月
20
日

5
月
18
日

5
月
15
日

5
月
14
日

5
月
13
日

5
月
10
日

5
月
8
日

5
月
7
日

5
月
6
日

5
月
4
日

5
月
3
日

5
月
2
日

5
月
1
日

● 

特
別
定
額
給
付
金
の
郵
送
申
請
書
類
を
送
付

●  

市
の
独
自
経
済
対
策
な
ど
に
関
す
る
補
正
予

算
（
第
3
回
）
審
議
・
成
立

● 

令
和
３
年
度
都
市
計
画
税
の
減
税
を
決
定

● 

学
童
ク
ラ
ブ
に
給
食
弁
当
を
提
供
開
始

●  

地
域
飲
食
店
応
援
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
エ
ー

ル
！ 

む
さ
し
の
」
の
参
加
店
舗
募
集
開
始

●  

感
染
拡
大
防
止
中
小
企
業
者
等
申
請
サ
ポ
ー

ト
窓
口
開
設
（
吉
祥
寺
、
武
蔵
境
）

●  
特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
分
給

付
順
次
開
始

●  

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
う
対
応
方
針
の

策
定

●  

補
正
予
算
（
第
1
回
）
専
決
の
承
認
と
補
正

予
算
（
第
2
回
）
成
立

●  

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
を
受
け
て
市
立
小
中

学
校
の
休
校
延
長
を
決
定

●  

市
主
催
事
業
の
中
止
・
延
期
の
措
置
と
市
施

設
の
休
館
を
5
月
31
日
ま
で
延
長

●  

臨
時
相
談
窓
口
（
中
小
企
業
融
資
・
生
活
困

窮
な
ど
）
開
設
（
5
日
に
も
開
設
）

●  

特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
受
付

開
始

●  

補
正
予
算
（
第
1
回
）
専
決

国 

39
県
の
緊
急
事
態
宣

言
を
解
除

都
内
の
感
染
者
数
が
５

０
０
０
人
を
超
え
る

国 

医
療
機
関
を
受
診
す

る
際
の
目
安
を
見
直
す

国
内
の
1
日
の
感
染
者

数
が
１
０
０
人
を
下
回

る国 

レ
ム
デ
シ
ビ
ル
を
特

例
承
認

国 

緊
急
事
態
宣
言
を
5

月
31
日
ま
で
延
長

国
内
の
感
染
者
数
が
1

万
５
０
０
０
人
を
超
え

る 国
内
の
死
亡
者
数
が
５

０
０
人
を
超
え
る

国 

専
門
家
会
議
が
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
呼

び
か
け
る

世
界
の
死
者
数
が
30
万
人

を
超
え
る

世
界
の
感
染
者
数
が
４
０

０
万
人
を
超
え
る

市民のいのちと暮らし、経済を

守り、安心と活力を取り戻すた

め、PCR 検査センターの設置や中小企

業者等緊急支援金の給付など市独自の

取り組みなどを盛り込んだ「緊急事態

宣言の延長に伴う対応方針」を策定し、

5 月 13 日に臨時記者会見を開き、そ

の詳細について発表しました。

感染症拡大防止のために、国が

布製マスクを妊婦の皆さんに配

布する事業が一時中断されました。市

では、独自に妊婦の感染不安の軽減を

図るための支援を行うことを決定しま

した。寄付いただいたマスクや備蓄し

ていたマスクを活用し、配布しました。

市内に店舗、事務所がある中小

企業・個人事業主を対象として、

国の持続化給付金、都の感染拡大防止

協力金、市の緊急支援金の申請方法や

提出書類に関するサポートを行う窓口

を市内３カ所に開設しました。（三鷹

は 6 月 8 日に開設）

K J I

HIJ

市独自の施策（一例）

・ PCR 検査センター

の設置

・ 感染拡大防止中小

企業者等緊急支援

金など

目安は「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱

がある」のいずれかにあてはまる場合。

ただし高齢者・基礎疾患がある方・妊婦

は比較的軽い風邪症状がある場合。
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5 月 18 日から 29 日までの平日、

学童クラブの子どもたちのため

に給食弁当の提供を行いました。事前

注文制で、北町調理場で作った給食弁

当を各クラブへ配送しました。

6
月
2
日

6
月
1
日

5
月
31
日

5
月
30
日

5
月
29
日

5
月
28
日

5
月
26
日

5
月
25
日

5
月
21
日

●   

地
域
飲
食
店
応
援
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
エ
ー

ル
！ 

む
さ
し
の
」
の
支
援
者
募
集
開
始

●  
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
＆
デ
リ
バ
リ
ー
ガ
イ
ド
サ
イ

ト
開
設

●  

市
立
小
中
学
校
を
再
開
す
る
（
分
散
登
校
に

よ
る
再
開
、
15
日
か
ら
一
斉
登
校
）

●  

学
童
ク
ラ
ブ
・
認
可
保
育
施
設
の
再
開
（
６

月
30
日
ま
で
は
登
所
・
登
園
自
粛
期
間
）

●  

ム
ー
バ
ス
の
平
日
に
お
け
る
休
日
ダ
イ
ヤ
を

終
了
し
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

●  

特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
当

面
の
間
停
止

●  

感
染
拡
大
防
止
中
小
企
業
者
等
緊
急
支
援
金

の
給
付
を
開
始

● 

介
護
事
業
所
向
け
に
マ
ス
ク
を
配
布

●  

武
蔵
野
市
公
共
機
関
施
設
等
の
再
開
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

●  

市
内
に
掲
出
中
の
横
断
幕
を
緊
急
事
態
宣
言

の
解
除
に
伴
い
変
更
す
る

●  

特
別
定
額
給
付
金
の
郵
送
申
請
分
給
付
開
始

●  

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
伴
う
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
出

● 

交
代
制
勤
務
を
終
了

●  

市
立
小
中
学
校
の
段
階
的
再
開
、
図
書
館
の

一
部
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
を
決
定

● 

学
童
ク
ラ
ブ
・
認
可
保
育
施
設
の
再
開
を
決
定

●  

市
独
自
の
感
染
拡
大
防
止
中
小
企
業
者
等
緊

急
支
援
金
の
申
請
受
付
開
始

●  

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
伴
う
施
設
・
業
務

の
再
開
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ま
と
め
る

●  

武
蔵
野
市
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

  

〈
武
蔵
野
市
〉

都 

東
京
ア
ラ
ー
ト
を
発

動
（
6
月
11
日
解
除
）

国 

東
京
都
を
含
む
５
都

道
県
の
緊
急
事
態
宣
言

を
解
除

国 

関
西
３
府
県
の
緊
急

事
態
宣
言
を
解
除

〈
国
・
東
京
都
〉

世
界
の
感
染
者
数
が
６
０

０
万
人
を
超
え
る

世
界
の
感
染
者
数
が
５
０

０
万
人
を
超
え
る

〈
世
界
〉

5 月 21 日に武蔵野市 PCR 検査

センターを設置。市内医療機関

（非公表）の敷地内において、ドライ

ブスルー方式で検査が受けられる体制

を整備しました。検査はかかりつけ医

による診断・予約後に受けることがで

きます。

外出自粛要請や短縮営業・休業

要請などにより経営悪化に直面

している飲食店などに対し、地域のに

ぎわいや交流を支えていくためのクラ

ウドファンディングを実施しました。

支援額に応じて提供される食事券には、

市が 20% 分を上乗せ。当初目標とし

ていた 1000 万円を超え、約 1700 万

円の支援金が集まりました。

M L

M L K

熱が続いている、咳
せき

があるなどの体調が悪

い方、新型コロナウイルス感染症？と思っ

たら、まずは「かかりつけ医」に相談を。
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「新しい生活様式」をスタンダードに

みんなで協力して乗り切ろう

ご自身やご家族、周りの方々、そして地域を感染拡

大から守るため、日常生活の中で感染を防ぐ「新し

い生活様式」を実践していきましょう。さまざまな

媒体で繰り返し発信されている内容ですが、もう一

度確認して、一人ひとりがしっかり意識して行動し

ていくことが元の日常を取り戻す一番の近道です。

引き続き、ご協力をよろしくお願いします。 ３つの「密」を避けましょう

買い物は１人または少人数

で、なるべくすいた時間に。

レジに並ぶ際は、前後にス

ペースを空けて並びましょ

う。電子決済や通販の利用

も接触を減らすことにつな

がります。

筋トレやヨガなどは自宅で

動画を活用しましょう。公

園はすいた時間・場所を選

び、ジョギングなどですれ

違うときは距離をとってく

ださい。歌や応援は十分な

距離をとるかオンラインで。

外食の際は対面ではなく横

並びで座り、多人数での飲

食は控えましょう。お酌や

グラスなどの回し飲みも避

けてください。混雑時は持

ち帰りや出前なども利用し

ましょう。

テレワークやローテーショ

ン勤務、時差通勤を導入し、

職場での密集を避けましょ

う。会議や名刺交換はオン

ラインで。対面する業務で

は換気とマスクを忘れずに。

人との間隔は、できるだけ

２メートル以上空け、会話

をする際はなるべく真正面

を避けましょう。

外出時は、症状がなくても

マスクを着用してください。

夏場は熱中症に注意し、小

まめに水分補給を行いま

しょう。

手洗いは 30 秒ほどかけて

水と石けんで丁寧に。手指

消毒液も利用して小まめに

行いましょう。帰宅したら

シャワーを浴びたり着替え

たりするのも効果的です。

帰省や旅行、出張などはな

るべく控え、特に感染が流

行している地域への往来は

避けてください。発症した時

のために誰とどこで会った

かをメモしておきましょう。

感染防止のためにできること


